
令和元年１0月２５日
国 土 交 通 省
大分川ダム工事事務所

「大分川ダム建設事業の進捗状況」のお知らせ

大分川ダムは、洪水調節、河川環境の保全、水道用水の供給を目的として、昭和
62年度（1987年）に建設事業に着手し、このたび、ダム本体及びダム本体関連
工事が完了します。

昨年及び今年の台風襲来においては治水効果を発現しました。

（現在のダム建設工事の進捗状況）

、 、平成29年5月に本体盛立完了 平成29年10月に洪水吐コンクリート打設完了を経て
平成30年2月20日から試験湛水を開始しました。

平成30年6月1１日より、大雨の際の洪水調節の機能はすでに発揮できる状態にあり
ます。

試験湛水中の台風24号（H30.9.30）襲来の際には、洪水調節効果を発揮し、下流の
河川水位（七瀬川胡麻鶴橋地点）を０．６４ｍ低減させる効果がありました。台風10号
（R１.8.15）襲来の際には、０．４４ｍ低減させる効果がありました （別紙参照）。

その後、令和元年10月11日（金）から再度貯留開始し引き続き試験湛水実施中です
が、令和元年１１月にダム本体工事及びダム本体関連工事が完成する予定です。

そのほか周辺の付け替え道路工事等については、引き続き令和2年3月を目標として完
成予定となっております。

※ １１月２４日（日）に完成式を開催する予定です。
式次第及び取材申込方法については、後日あらためて記者発表を行う予定です。

《問い合わせ先》
国土交通省 九州地方整備局 大分川ダム工事事務所
TEL：097-538-3391（代表） FAX：097-538-3397（代表）

副所長（技術） 池浦 光文 （内線：204）
調査設計課長 藤原 吉洋 （内線：351）



大分川水系大分川ダムの試験湛水中の効果

平成３０年台風２４号（平成30年9月30日）

令和元年台風１０号（令和元年8月15日）



【お問い合わせ先】
大分川ダム工事事務所 調査課
TEL 097-538-3391

監査廊
※通常は入れません

（大分川ダムの概要）
位置：大分市大字下原地先
目的：洪水調節、河川環境の保全、

水道用水の供給

ダムの諸元
・型式 ロックフィルダム
・堤高 91.6ｍ
・堤頂長 496m
（洪水吐除くロック材天端400ｍ）

・堤体積 387万ｍ3
・総貯水容量 2400万ｍ3
・有効貯水容量 2240万ｍ3
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